
　恵下埋立地整備事業位置図 【資料１】

戸山カンツリークラブ 

至国道191号

区境

至 五日市 至 伴

水内川

国道433号

吉山川

広島湯来線

・恵下埋立地（仮称）建設工事

（H27～H31）

・恵下埋立地（仮称）浸出水処理

施設等建設工事

（H29～H31）

浸出水放流管工事
※別途工事予定図参照

・広島湯来線麦谷２工区道路改良工事

（H28～H31)

・広島湯来線麦谷工区道路改良工事

佐伯区地域整備課発注（H29～H32)

・恵下埋立地（仮称）取付道路建設工事

（H24～H27)



作業状況

工事着手から現在まで以下の作業を実施しています。（平成 28 年 5 月～平成 30 年６月）

作業内容：準備工（伐採工、工事用道路工）、仮設工（仮設沈砂池、濁水処理設備）、

     切盛土工、法面工、地下水集排水工、雨水集排水工、放流水路改修工、防災調整池工、土砂流入防止施設工、モニタリング井戸工

恵下埋立地（仮称）建設工事の施工状況について 

地下水集排水工（施工済）

地下水集排水工（施工中）

防災調整池工（施工中）

切土（施工中）

雨水集排水工（施工中）

放流水路改修工（完了）

土砂流入防止施設工
北 B 渓流（施工中）

雨水集排水工（施工中）
土砂流入防止施設工

北 DE 渓流（施工中）

土砂流入防止施設工
南 F 渓流（施工中）

モニタリング井戸 No.1
（設置済）

南側工事用道路工
（施工済）

盛土（施工中）

濁水処理設備（設置済）

モニタリング井戸 No.3（設置済）

地下水集排水工（施工済）

燃え殻区域

凡例

：伐採済

：切土法面

：盛土法面

：濁水処理設備

土砂流入防止施設工

南 A 渓流（施工中）
放流水路改修工（施工済）
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燃え殻保管テント



作業状況（平成28年5月～平成30年6月）

③

写真位置図

全景

③防災調整池工 ⑤地下水集排水工

Φ1350管敷設

⑩北B渓流

土砂流入防止施設

⑫北DE渓流⑪南F渓流

南バイパス水路

④雨水集排水工

②浸食防止材吹付

法面工

①プレキャスト法枠

⑥1号ブロック・北阻壁落差

⑦3号ブロック

放流水路改修工

⑨②

④

⑥

⑦

⑩

⑪

⑫

①
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⑧

⑤

造成工

⑧盛土工

仮設工

⑨南側工事用道路



平成３０年７月 

環境局施設部恵下埋立地建設事務所

現在、埋立判定基準内の燃え殻の撤去作業を行っており、掘削にあたっては、一時的にシートをはがして掘削し、搬出にあたっては、飛散防止対策及び 

漏水対策として蓋付きの水密ダンプで搬出しています。

≪二次掘削区域での作業状況≫

≪一次掘削区域≫ （平成 29年 9月頃撮影）

５月末に埋立判定基準を超える燃え殻の掘削作業が完了

し、６月上旬より掘削用テントの解体を行いました。

≪燃え殻区域の位置図≫

≪一次掘削区域≫ （平成 30年 6月頃撮影）

≪二次掘削区域周辺の状況≫

二次掘削が完了した後、燃え殻区域全体の土壌汚染 

調査を実施します。

【資料３】 

≪蓋付き水密ダンプ≫

恵下埋立地（仮称）建設現場における燃え殻の撤去作業状況について

燃え殻の存在区域 

（一次掘削区域） 

埋立判定基準を超えた燃え殻 （ニ次掘削区域） 

埋立判定基準内の燃え殻 

河川での水質監視 

観測井戸での水質監視 

≪一時保管テント内≫

テント内に保管していた、一次掘削区域の燃え殻とがれき類の

搬出は６月末に完了しました。現在、燃え残りの廃タイヤなど

が残っていますが、７月末には搬出が完了する予定です。



平 成 ３０年 ５月 
環境局 施設部 恵下埋立地建設事務所 

恵下埋立地(仮称)の工事区域内における土壌汚染の詳細調査結果について

平成 29 年 6 月末から実施した鉛の土壌汚染状況調査により、土壌汚染が確認された 9 区画の

内、現在の工事区域外の を除く 8区画の深さ方向の汚染状況の調査を実施しました。 

その調査結果は以下のとおりです。 

＜調査位置図（調査位置及び汚染の確認場所）＞ 

＜調査結果＞ 

以下の調査結果のとおり、表層土壌より下部の土壌については、 区画で 0.8ｍ、 区画で

3.2ｍ、 区画で 2.0ｍの深さで汚染の基準を超過しました。 

それ以外の 5区画については、表層土壌の下部での汚染は確認されませんでした。 

【調査結果一覧表】〔調査項目：鉛の土壌溶出量（基準：0.01 mg/L 以下）〕           (単位 mg/L)

深度  

表層土壌 
(～0.5ｍ)

0.014 0.018 0.030 0.020 0.021 0.023 0.013 0.012 

汚染を 
確認した 
下部土壌 

0.026 

(深度 0.8m)
汚染なし 

0.019 

(深度 3.2m)

0.026 

(深度 2.0m)
汚染なし 汚染なし 汚染なし 汚染なし 

※       は基準超過を表す。 表層土壌については、前回の分析値を記載。

【資料４】



資料５－４参照

凡 例

自然流下管

（１系統）

圧送管

（２系統）

圧送管

（１系統）

貯留区間

L＝約900ｍ

Ｎｏ.1ＭＰ Ｎｏ.2ＭＰ

Ｎｏ.3ＭＰ

放流管全体位置図

資料５－３参照 資料５－２参照
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完了工区

完了工区

恵下埋立地（仮称）浸出水放流管建設
２９‐２号工事
H29.12.26～H31.12.31(予定）
(株)田村建設

浸出水放流管工事箇所（阿戸下）

恵下埋立地（仮称）浸出水放流管建設
３０‐２号工事 (Ｈ３１．２月発注予定）

No.１

No.２

（H３０．７月時点）

観測井戸(予定）

恵下埋立地（仮称）浸出水放流管建設
３０‐１号工事 (Ｈ３０．８月発注予定）
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完了工区

浸出水放流管工事箇所（中王、阿戸）

Φ200 ・Φ250

（鋼管）Φ400

恵下埋立地（仮称）浸出水放流管建設
３０‐２号工事 （Ｈ３１．２月発注予定）

（H３０．７月時点）

恵下埋立地(仮称)浸出水放流管建設
２９-３号工事
H30.3.15～H31.3.8(予定）
(株)田村建設

観測井戸(予定）

恵下埋立地（仮称）浸出水放流管建設
３０‐１号工事 （Ｈ３０．８月発注予定）

【資料５－３】
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凡　　 例
放流管（圧送部）

放流管（自然流下部）

マンホール

マンホール点検整備用

工事概要資料

ポ
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管
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0
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0
m

ポリエチレン管 φ200 L=4330m

土
被
り
 
0
.
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～
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.
6
4
m

土被り 0.65m～2.29m

圧
送

部

自然流下部

　　浸出水放流管工事箇所（広島湯来線）
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観測井戸(予定）

【マンホール内における流速の減勢について】

インバート勾配を調整し、

段差を設けます。
最大勾配 約１１％

（ 約 ２．８ｍ /秒 ）

圧送部の点検用マンホール(イメージ） 自然流下部のマンホール（イメージ）

急勾配部における流速の減勢について

添架イメージ（新天皇原橋）

現道部は2.9％～10.4％

Φ750


